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現T.B.イェイツの前期の詩に見られる夢について
一一存在の深き眠り， I親なき蓄破」としての前期の夢一一
木 原 誠
On the Dreams or Sleeps seen in the earlier Poems of羽T.B.Yeats
Makoto KIHARA 
「ある所では，腕なき諜蔽を していた。 (r失楽園j ミルトン)J
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「だが何と穏やかで、安らかな蹴りが，その深き謂践の1::1で得られるのか気付いた者はほとんどいない。
(rエンディミオンjキーツ)J 
前期の千ェイツの誌は52によって形容されることが多い。しかし，多くの批評が，その夢がどのような
ものであるのか，呉体的に意味付けすることなし一散通念における*iを前提として論を進めているよう
に思われる。従ってこの論では，前期において，イェイツが「夢JとH乎んでいるものは，来たしてどのよ
うなものであるのか，その意味付けを，具体的に詩に沿して考えてみることから始めたい。
イェイツは最も初期の詩集 Crosswaysr十字路jの冒頭の詩， r苦手せな羊飼いのうたJにおいて，すでに
55を語り始めている。
アルカディアの森は死に絶えた
いにしえの喜びは終りを告げた
古き世は夢見に養われたというのに
今では灰色の真実がその色の清いた玩具
新しい~l;，新しい~t;，そこに何の真理あろう
汝ら自身の心にのみ真理あり，だから捜すな
光学レンズを覗きこみ，過ぎゆく星の
旋聞する軌道を追う星学者の知識などを 1
「いにしえの世jは f夢J，こ養われた「アルカデイアjであり，第2スタンザの「光学レンズjニ科学的
を求める「新しい夢Jと対立する，いにしえの夢である。そしてこの夢は巳が心にのみ存在する真理
なのである。 "New drearns， new drearns; there is no truth/Saving in thine own heart. Seel王， then，/No 
learning frorn the starry rnen， /Who follow with the optic glass"若き詩人はこの夢を歌うことこそ大
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地，すなわち民族に根ざす詩人のっとめと了解するのである。
My songs of old earth's dreamy youth: 
But ah! she dreams not now; dream thou! 
For fair are poppies on the brow: 
Dream， dream， for this is also south. 
いにしえの大地の夢見る青春のわが歌
しかし，ああ/彼女は今や夢を見ない
汝，夢見よ/額に咲く芥子花はうるわしからずや
夢見よ，夢見よ，これもまた真なりや2
しかも，この「夢Jは「ひたいに咲く芥子花jであって，幾分，幻影を伴いつつも，現実にうみ果てた
魂に，一時の安息、を与えてくれるものなのである。おそらく前期のイェイツが「夢」という時の基礎とな
るものは，すでにほぼここに表現されていよう。「アナシュとヴイジャヤ」や「インド人，恋人に対してj
においても，このイメージはそのまま連錦と繋がってゆくのである。「額に芥子の花咲くJ，魂の安らぎを
与える眠り，その f神秘Jと印私慌の中でさまようJ心こそ，夢の状態であり，この眠りを党ますものこ
と現実なのである。ここに見られる世界は，現実と超現実としての1$~の二元的対立の世界であり，この
世界は少なくとも詩集lnthe Seven Woods r七つの森の中てゴに至るまで， 5のメタファを少しずつ変え
ながらも続いてゆくことになる。少しずつ変化が見られるというのは， EEZ=眠りのイメージが詩を重ねる
ごとに，しだいに内面化し，内面化するほどに，超越的世界が， しだいに具体的で，幾分肉体的になって
ゆくということである。これは一つには，夢の呉体的イメージとして「諮破jが現われたことであり，こ
の菩殺はイェイツによれば，シエリーの「英知美jに比べて「人とともに苦しむ諮被」であると言うので
ある。 f数年ぶりに初めてこれらの詩を読み返し，気付いたのだが，この欝磁が象徴する特質はシエリーや
スペンサーの英知美とは異なる。すなわち私は醤識が人と共に苦しむと想像したのであって，追い求めら
れ，遠くから仰ぎ見られるものを想像したのではない。それは私の世代の者に共通した考え方であったに
イダィア
違いないoJ3言うならば，シエリーの求めた美の夢が，理想、美であるのに対し，彼の求めた醤被は，形而上
的ものではなく，時代の共通認識としての形市下におけるインマヌエル(神共にいますの意)肉化した
イデー
神話とでも言いたいのであろうかJ
Red Rose，争γoudRose， sad Rose 01αIγny days! 
Come neαγηte， while 1 sing the ωtcient ways: 
Cuhulαin bα抗lingwith the biteγtide， 
The Dγuid， gγ句，wood γlU;γtzえ!red，quiet-e:ヲ巴d，
Who castγound Fergus dreams， and ruin untold; 
(、Tothe Rose upon the Rood of Timeつ5
わが生涯の赤き菩被，誇らかな醤誠，
悲しみのばら。近くよりたまえ，
私がいにしえの道をうたう間に，にがき朝にi浅いを挑んだクフーリンを，
W.B イェイツの前期の誌に見られる~，について
白髪の森に養わし，静かな目差しのドルイド僧がファーガスに~と，
り尽くせぬ破滅を投げかけたことを。
(1時の十字架にかけられた替殺にJ)
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ここに実際捕かれた替殺が「入とともに苦しむj姿があると捉えるのは，少々無理があるが，少なくと
も， ~îがしだいに肉イ本化に向かっていることだけは認められよう J これは前の詩におけるアルカディアの
夢が，ギリシア的であり，インド的でもある，いわば無関絡の夢で、あったのに対し，ここでは「ファーガ
スの~J "Fergus dreams"となっており，アイルランドの土着に根ざす夢へと変化していることからも窺
い知れよう。しかし，この変化をしだいに現実へ向かう兆しと見ることはできない。むしろ，いわば，イ
デアがイテ、、一(ニ形部下における新しい存在論的視点)へと向かっているのであり，芸評がく実存〉へ向か
う兆しと考えられるべきではなかろうか。イェイツはこの兆しを f人とともに苦しむ姿は，私の世代の共
通認識」であったという言葉で表現しているのであろう。だとすれば，イェイツは，ここですでに実存的
方向へと向かう時代精神を予感しているとも考えられる。
多くの通説は，形市上の反対の極には現実があるという前提で解釈されているように思われるが，その
場合のいわゆる「琉実Jとは何を意味しているのか，判然としないとしないまま用いられている場合が多
い。このために多くの誤解を招いているようにも思われる。少なくともイェイツの詩が成熟するほどに，
現実を肯定するのではなしに，むしろ否定する攻撃性がいや増し加わっている点について，通説は正当な
解釈を施しているとは言いがたいのである。例えば，前に見た「幸せな羊飼いのうたjにおいては，イェ
イツは~~を幾分，控えめに「これもまた真なりや」と言い，現実の 1) アリティを暗に認めてしまっている。
しかし後の詩集 TheRose 目前説jの中の詩、Thetwo treesグ「二本の木Jにおいては，夢を 1)ア1)ティ，
現実を虚構だとする，夢と現実のきかしまの概念が表れているこの事実に， どのような説明付けをするこ
とができるであろうか。
Beloved， gaze in thine own heart， 
The holy tree is growing there; 
From joy the holy branches start， 
And al the trembling flowers they bear. 
The changing colours of its fruit 
Has dowered the stars with merry light; 
The surety of its hidden root 
狂asplanted quiet in the night; ・・・・・
Gaze no more in the bitter glass 
The demons， with their subtle guile， 
Lift up before us when they pass， 
Or only gaze a litle while; 
For there a fatal image grows 
That the stormy night receives， 
Roots half hidden under snows， 
Broken boughs and blackened leaves. 
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For al things turn to barrenness 
In the dim glass the demons hold， 
The glass of outer weariness， 
Made when God slept in times of old. 
(、Thetwo Treesつ7
いとしい女よ，自分自身の心を見つめなさい
聖なる樹がそこに予言っています
翠なる校は喜びのi~玲から拡がり
そうしてゆらめく花を咲かせるのです
その突の移りゆく色合は
に陽気な光をそえてきたのです
隠れた根はどっしりと
夜の静寂の9"に根付いているのです
もう苦々しい鋭を見ではなりません。
それは悪魔どもが，巧妙な箆によって
通りしな，私たちの前にたでかけたのです
もし見るなら，ほんのちょっとの荷だけに
止めておきましょう
なぜって，その鏡には嵐の夜が受けとめる
イメ w ジ
悲惨な心象が映り，拡がっているから
その根は半ば雪の下にうずもれて
校は折れ，葉Jま黒ずんでいます
なぜって，悪魔の持つおぼれげな鏡の中では，
すべてのものが，不毛と化すからです。
外国を映すうみ疲れたこの鋭は
いにしえの時に千Etカ'11民っている開に
つくられたものなのです。
(1ニ本の*Jl
取止
詩人は第一スタンザにおいて一本の木を見るように促す。この木とは，第一義的意味においては，ブレ
イク的想像力の根拠(ねどころ)にあるところの， 1生命の木Jを意味していることは言うまでもない。こ
れに対し，詩人は， もう一本の衝を見ないように求める。この木はブレイク的想像力を枯渇させる f善悪
の水Jを意味している。と伺1寺に，これら二本の樹木は，前の「幸せな羊飼いの歌Jの詩句 f新しい夢，
新しい夢，そこになんの真理あらん。真理は汝自身の心にのみある」と重ねてみるとき，さらに fニ本の
水Jのすぐ後に用意されている詩1¥足炉で語りあったある人にJに見られる詩旬、Becausethier blossoming 
dreams have never bent/ Under the fruit of evil and good" (なぜなら妖精の心に咲く夢は，けっし
悪の果実の下にたわむことなどありませんjを考慮すれば，この「生命の木jこそ，ブレイク的ヴィジョ
ンとしてのであることが理解されよう 081夜の静寂に根付くものよそれは夢だからである。他方，
の木jこそ， 1新しい夢」すなわち現実のiJt界であることが明らかとなろう。従って，イェイツはここで，
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こそが真のリアリティであって，逆に現実とは，単に「うみ疲れた外面を映す鏡J，あるいは「光学レン
ズJの見るニュートン的科学の世界，すなわち短象と偽構のi:!t界に過ぎないと述べていることにもなろう。
一方は，ブレイク的想像力の世界，他方は妄想の世界に属する。なぜならば，一方は「どっかと大地に線
を落としJているがゆえに，豊かな真理を突らせ，他方は「その担が半ば雪に隠れている」ために，雪が
解けたとき，その根どころを半ば失ってしまい「校は折れ，葉は黒ずみJr不毛と化す」からである。ここ
に見られるものは，想像力をかえしての，夢と現実の逆転であり，逆転としての夢のリアリティである。
ここには，夢を逃避としてみる姿など全くない。これを敢えて逃避と呼ぶのであれば，それは，虚構とし
ての現実から，詩人にとっての真理であるのi:!t界への逃避と言うことになろう。ブランク・カーモード
(Frank Kermode)の表現を借りるならば， r芸術は逃避ではなしむしろ人々が芸術から逃避しているJ
とイェイツは考えているのである。
確かに，前期において詩的表現が不十分であったために， 252を一つの逃避的イメージとして描いている
ことは否めない。しかし，この逃避的イメージの意味するところをよく 1今総してみる必要があろう。たと
えば，逃避的イメージとしてしばしば取り上げられる「群れなして飛ぶ妖精Jの詩句を吟味したいo "And 
Niamh calling Away， come away:/ Empかyourheart 01 is mortal dream，/ The windsαwahen，'! rそ
うしてニィアヴは叫ぶ，のがれよ，のがれておいで，死すべきものの夢で満ちたおん身の心を空となせ。
風は13党めるjここで言うホcomeawayグ「のがれて来いjとは， r死すべき夢の心を主きとなしJr風の自覚
めるJ行為にはかならない。、mortaldream"とは前の "newdreamsグの言い換えであって，このような
妄泡!としての現実ニ妄想としての「死すべき夢Jの既成概念を空となし，風:プネウマ(霊)としての想
橡力を働かせる行為こそが「逃げて来いJが意味する行為なのである。これは一つの詩的アイロニーで、あ
って，その矛先は，むしろこれを文字通り読む読者にこそ向けられていると思われるのである。
殿様としての現実から目を逸らすのではなく， 廷を閉じること，こうして現実は「空jとなり，心のH良
アナムえシス
が関かれて，心は己の内面へと向けられ， r神秘の??引;引が魂の奥底にあることを「想起するよこのこと
こそ5の作用と，イェイツは考えていたのである。
Far-off， most secret， and inviolate Rose， 
Enfold me in my hour of hours; where those 
Who sought thee in the Holy Sepulchre， 
Or in the wine-vat， dwell beyond the stir 
And tumult of defeated dreams; and deep 
Among pale eyelids， heavy with the sleep 
Men have named beauty. . 
(、TheSecret Roseつ10
主主かj乏し最も深く秘、められた諮蔽
汚れなき殻よ，時の 1:ドの1I寺の中で
われを包みたまえ。街l聖陵か，酒樽の中に
おん身を探し求めし者が，破れ L-'!!~の動揺と，
混乱を超越した住まいのなかに
そして，人々が美の名で呼ぶ1民りの叢く
717白いまぶたでふさぐ奥深さのなかで
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??
誠
われを包みたまえ。
「秘められたばら」
Come from a more 出品開m-heavyland， 
A more dream-heavy hour than this; 
And when you sigh from kiss to kiss 
1 near white Beauty sighing， too， 
For hours when al must fade like dew， 
But flame on flame， and deep on deep， 
Throne over throne where in half sleep， 
Their swords upon their iron knees， 
Brood her high lonely mysteries， 
(、Heremembers forgotten Beautyつ11
この世のものではない， もっと夢深き地より，
もっと夢重き刻より受けついだもの
そしてあなたが口つntと口つやけの合開に
ため息をもらすとき，白妙の f美Jもまた
ため息をつくのが間こえます
すべては霧と消え，炎また炎，深j閉また
深淵，王座の上の玉路だけになり
そこでは，半ば眠りに落ちて，鎧の}漆に
置かれた剣が高設な孤独な神秘を
そっと抱くのです。
「彼，忘れられた美を想起す」
イェイツは夢の第一の働きとしてまず現実を閉ざす行為として捉えている。
1司Tithher cloud-pale eyelids falling on dream-dimmed 
eyes: 
1 cried in my dream， 0，ωomen， bid the young men lay 
Their head on your knees， and droωη their eyes with your hair， 
(、五etells of a Valley ful of Loversつ12
彼女は夢にかすむ眼を雲のまぶたで閉さやしていた
私は夢のなかで叫んだ「ああ 女たちょ
若い男たちに，膝枕をしてやり，
その髪で，彼らの眼を ì~~れさせなさい
「彼，恋人たちの満ちた谷間を語る」
W.B.イェイ、ソの前期の詩に見られる夢について
Ha1f close your eye1ids， 100sen your hair， 
And dream about the great and their pride; 
(、Hethinks of those who have spoken Evil of his be10vedつ
なかば，おん身のまぶたを閉じて
髪を解きなさい。そうしてお偉方と
その高慢さを夢見て下さい。
f恋人に惑雷をつく者逮について思う」
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ここで特筆すべき点は，イェイツが夢の第一作用として，目を閉ざす行為を眠りと同ーのものとして捉
えている点である。あたかも女性が眠るときに，髪を解き，そして現実にうみ来てた努を膝にのせ，その
髪で目をおおい，眠りにつかせる。これはいわば<男の夢>であると問時に，魂の安らぎとしての人間の
眠りを暗示している。ここに見られる「おおいJとしての夢は肉体としてのイェイツ言う「ケルブJであ
る。これらの詩句における夢が男女の肉体的営みとして描かれているのはそのためであろう。ここでの肉
体としてのケルブは，ブレ千ク的「負jのものとはならず，魂に安息、を与える肉体として捉えられている
のである。安息を約束する統りとしてのケルブニ夢，これは興味深いケルブの解釈である。
2 
前期の詩には，、dreamグの言い換えとして "sleep"という表現が繰り返し表現されている。前に引用し
た「彼は忘れきられし美を想起するJは，うまくこれを脚韻効来を用いて納持させようとする。一、Sighing，
too"， "dewヘ、deepヘ、sleepヘ、kneesヘ "mysteriesグー 1毘り」としての「夢J，現実を閉ざすものと
しての夢 1託りの作用を、heaven'sembroidered cloths" 1天津衣J，すなわち「神話のコートjとイェイ
ツは呼んでいる。これは詩人にとっての言わばショウペンハウエル言う「マーヤのベールjであり，この
ベールの中でこそ，安らぐ魂は fさまよう静寂jのやで，己が民族のアルカディアを夢見ることができる
と信じたのである。
しかしこの上衣に，綻ぴが生じる瞬間があったことを前期の詩はすでに告白している。ただし，この綻
びは，現実によってもたらされたものではなし白らの神話の夢の中核をなすへレネ，モード・ゴーン
(Maud Gonne)を夢見るときに限って訪れるものであった。その最初の兆しは，詩集目的むの中の可Then
You are oldグ「あなたが年老いたとき」において見られるのである。
When you are old and grey and ful of sleep， 
And nodding by the fire， take down this book， 
And slow1y read， and dream of the soft 100k 
Y our eyes had once， and of their shadows deep;・・
(、WhenYou are old") 14 
あなたが年老いて，白髪になって，
いつも眠ってばかりで
i暖炉のそばでこっくりしたら
この本をとり出して，ゆっくり読むのです。
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そうしてあなたの自にかつてあった
やわらかな姿と，深い諮りを夢見なさい
「あなたが年老いたときJ
J主
若き詩人の心は，ここでま5き美の現われを体現するものとしてモードを捉えるのでもなしまたその美
を過去のアルカディアに求めるのでもなしむしろ未米を先取りし，未来から現在を見るという，キルケ
ルゴール言う「反復jとして捉える。(二人の「反復jが各々の窓人， レギーネとゴーンに深〈鵠わってい
たのは鵠然だろうか。)15 "ful of sleepグの脚韻としてのホShadowsdeepヘ"dreamof the soft lookグの
脚韻としてホtakedown this bo01♂は，これまでの詩のように，各々互いの意味を総半fIiするのではなし
むしろ対立し，一方は冗漫に，他方は幾分，切断的なリズムをとる。(夢昆る~!民意識の行為と，取り出して
読むという意識的行為は意味的にみても対立的に捉えられる。)このように描くことで， I絞りjは「深き
競り」と対立し， Iやさしき姿を夢見る」行為は，詩を読む行為との対立として，ぼんやりとではあるが現
れてくることになるのである。この対立は第2スタンザ、で語られているように，詩人が「彼!J:.の移りゆく
悲しみ，巡礼の心を愛したJからであり， しかもこの悲しみは， ~~を過去にではなく，未来に求めたとき，
初めて生じたものなのである。
を1足りとして捉えていたことへの疑念、は，この詩のすぐ後に続く詩 f白い烏J(、TheWhite Birdsつ
においてさらにj梁まってゆくのである。
1 WOULD that we were， my beloved， white birds on the 
foam of the sea! 
We tire of the flame of the meteor， before it can fade 
and fle; 
And the flame of the blue star of twilight， hung low 
on the rim of the sky， 
Has awaked in our hearts， my beloved， a sandness that 
may not die. 
A weariness comes from those dreamers， dew-dabbled， 
the lily and rose; 
Ah， dream not of them， my beloved， the flame of the 
meteor that goes，. 
いとしき次よ，私たちは海の沫にただよう
自い烏になれたらなあ/
ながれ星が薄れ消え去るまえの炎にも
もううんざりだ。
わがいとしの友よ，薄明の青い星の空のへりに抵く
たれさがる，員1く炎は，
ふたりのJ心に消えることなき悲しみを
(ホTheWhite Birdsつ16
W.B イェイツの前J~Jの詩に見られる夢について
目覚めさせた。
疲れは露しどの百合や諮磁を夢見ることから起こるもの
ああ，いとしい女よ，流れゆく星の炎なんか
夢見るもんじゃない
f白い
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日民りとしての夢は現実に疲れ来てた者の安らぎであったはずだ。ところがむしろ，この詩において詩人
は夢それ自体に疲れ始めているのである。夢は眠りの働きを放棄し， i心に消えることなき悲しみを目覚め
させ」始めているのである。「弓が心に不死に宿るJものとは，これまで冶nimmortal dream" i不死の
~， Jとして語られているのであるから， 'a sadness' i一つの悲しみjこそ， 55そのものなのである。だと
すれば，この詩は前の詩句， í まぶたを半ば閉じ，髪を解いてそして夢見なさいJ 安らぎとしての~~と対
立，矛盾していることになろう。
このこつの対立の背景には，ニ人の女性の対立があることを考慮すべきであろう。この詩の恋人とはモ
ドであり，他方ドドばまぶた閉ざし…jの勾で暗示されているのはダイアナ・パーノン (Diana Ver-
non) ，すなわちオリビア・シェクスピア夫人 (OliviaShakspear) である。オリビアは中一i止の銭~~術部の
ように，己が身の貞操を守ろうとする若きイェイツを自ら誘い，肉体を明け渡した女性であったと言われ
ている。 17 イェイツは，彼女の姿にキリストを愛した不貞の女，マグダラのマリアの姿を見たのだが (i受
難=T~fJ、Travailof Passionグ参照。)，彼女について語るとき， '1性的あるいは肉感的暗示とI託りの安らぎを
暗示させて f髪を解いてjをしばしば用いている。そうだとすれば，彼女ーこそ， 1li!;りとしての夢の作用を
象徴していることにもなろう。
これに対しモードは，敢えてイェイツにだけは肉体的交わりを拒み，精神的愛の結びつきをのみ求めた
と言う O18 イェイツはモー iごとの性的交わりのなかったことを暗示するかのように「髪を結び，束ねなさ
いJ"fasten your hair and bind up you hair"という詩句を用いて，オ J)どアとの対照をf.(t'j，Fljjにしている
点は興味深い。そうで、あれば，彼女こそは，オリビアによってもたらされた肉体のおおいヱケルブ=安j言、
の眠りを殺害する，愛の悲しみと痛みの夢，党図星としての夢のイメージそのものであるといえないだろう
iJ'。
Ie]き額，物しずかな手， jfZき
私にはひとりの美しき友があった
そして告さ恋の痛手が;最後には
新しい恋によって幕引きできると思っていたのに，
ある EI，彼女は私の心の中に あなたの面影が
映っているのを見て
泣きながら立ち去ってゆきました。
「恋人，愛の失われしをi嘆く jl9
「彼女jとはオ J)ピアであり， iあなたjとはモードであるが，後の詩においては，モードは自己阿賀と
しての炎のケルブの象徴となってゆくのである。従って，二人の女性は，ケルブの二つの性質，おおいと
炎の剣のそれぞれを暗示していることにもなろう。ハロルド・ブルーム (HaroldBloom)はモードとの愛
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が暗示するものを暗黙のうちに，イェイツにとっての自己時責としてのケルブであることを認めながらも，
これをグノーシス的愛であり， しかも円生愛Jtごと言う。彼はその棋拠をグノーシスは性愛に関しては寛
容であったからだと捉えているのである。しかし，イェイツの詩をみる限り，モードに肉体的愛を求めて
いる姿は見当らないし，おそらくニ人の関係は生渡精神的なものであったと思われる。(ただ一度，後にそ
の可能性があったにしろ。)これはこ人が共に秘密結社， I黄金の暁J(Golden Dawn)に属しており，ある
解釈によれば，精神的結婚を訴い合ったからだとも言う。 20 この誌の中の白い烏はなによりもそのことを
強〈暗示させているのである。すなわち，二羽の鳥は，永遠に並行して飛ぶが，決して肉体は一つに結ば
れない永遠の漸近線，兄と妹の関係と暗示している。従って，モードが与える夢は，肉体にとっては， I一
つの悲しみjであり，これは，むしろ I異りJを目覚めさせる，眠りの殺害者としての夢のもう一つの姿
をほんやり写し出していると言えよう。
o cloud-pale eyelids， dream…dimmed eyes， 
The poets labouring al their days 
To build a perfect beauty in rhyme 
Are overthrown by a woman's gaze 
(、Hetells of the perfect Beautyつ21
みあ，雲のごとき青白きまぶた
夢にかすむi瞳よ
詩人たちは日がな一日背労して
韻律の中に一つの完全な美をつくろうとするのですが
一人の女性の眼差しで，その努力も
転覆させられてしまうのです。
「彼は完全な美について語る」
眠りを「転覆させる一人の女性の眼差し」こそ，神話の上衣を射ぬく鋭い眼差しなのである。このよう
な夢が与える痛みに対して並行して飛ぶ一羽の白い鳥の姿こそ，前期のイェイツが夢に対して取った態度
そのものを暗示している。すなわち詩人は，現実と超越の二元的i!t界の狭間をさまよいながら並行して飛
ぴ，自らが求めた真の夢に限りなく近づくも，海r近線のように，夢は限りなく近くて遠い距離にある。現
と超越に垂直に切り込んでくるく実存としての夢〉は，痛みとしての夢を引き受けてこそ始まるのであ
ろう。なぜならば，痛みこそは，肉体と超越を切り結ぶ唯一の証だとイェイツは充分，閥知していたから
である。「想像し得る探りのあらゆる烈しい痛みを耐えた者のみが，想像し得る最も援れた美を生み出すこ
とができる。J従って前期のイェイツは「夢に逃避したJのではなくて，むしろ夢から逃避したのであり，
夢を眠りにおいてのみ認めようと望んでいたのである。
3 
しかしながら，眠りの殺害者としての55の姿はモードを思う気持ちが増すほどに，さらにその実相をみ
せることがあった。「あなたが年老いたときJにおいて，未来に向かった夢の想像力は「白い鳥」において
何色えない悲しみ」としておぽろげにその姿を見せ始めるが，このすぐ後に続く詩「死の夢」いADreamof 
Deathつは， 55の認め難き実相となって姿を現わす。これら三つの連続したモードに寄せる詩は， しだい
W.B.イェイツの前期の詩に見られる~.;について
に実存へと向かう夢の深まりを記す，軌跡としての意味をもとう。
1 DREAMED that one had died in a strange place 
Near no accustomed hand; 
And they had nailed the boards above her face， 
The peasants of that land， 
W ondering to lay her in that solitude， 
And raised above her mound 
A cross they had made out of two bits of wood， 
And planted cypress round; 
And left her to the indifferent stars above 
Until 1 carved these words: 
She wα:s more beautiful than ti均 firstlove， 
Butγzow lies under boards‘ 
いADream of Death") 22 
夜、は I~J を見た…ある人が見知らぬ地で死んでおり，
近くには誰一人彼女を知る者はなかった。
そしてそのこと地の農夫たちが
彼女の顔の uこ枢板を釘づけしていた。
彼女をこのまま一人置き去りにするのもどうかと思い
盛り上げた援の上にニ本の木切れで、
十字架を組んで立て，関りにいと杉を植え，そらぞ、らしい星のもとに
彼女を置き去りにしていた。
このことに気付いた私は，次のことばを刻んだ
「彼女はおん身の初恋の人より美しかりしが
今は枢板の下で横たわっている。j
「死の夢j
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M.フーコーによれば，眠りが生きるための保存行為であるのに対し，実存としての夢は死へと向かつ
てゆき， I死のうちで喜多はその究認の使命を果たすJと言う。 23 なぜならば，死こそ，実存としての己が全
き自由の場にほかならないからであると言う。このことを考慮するならば，これら三つの連続した詩にお
いて，夢の向かったところが，死であったという意味は大きい。未来のく反復〉へと向かった想像力は，
夢を 1民りから切り離し，さらに「絶えることなき悲しみ」の覚醒へと導き，最後にその終着駅としてむ
を用意したのである。
しかし，ここで真に重要なのは，その方向性のみである。これはフーコ…の言う「死の夢jが意味して
いるものとはまだ遠いところにある。ここに描写されているのはむしろ，死の意味を知らない幼子が，母
むくろ
の冷たい骸を前にしての無関心にも喰えられよう。少なくともここに現われた死は，己が実存としての死
ではなく，他者の死である。イェイツの詩的コスモス，~のマンダラの中心には， 自己の想、f象カとわかち
難く結び付くモードの姿があった。だからこそ， 5Eの衣は，モードを想っときにのみ，綻んだのである。
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しかしやはり，その死の夢を前にしてすら，白い鳥は並行して飛んで、いる。生の彼方に超越的世界がある
と信じればこそ，彼の夢のiil:界は意味をなした。にもかかわらず，その超越的世界は彼女の死に無関心で
ある。「そらぞらしい星のもとでJ。上空の皐は「よそもの」の彼女の死に無関心で、ある良夫の姿と同じ態
度をとっているのである。趨越的世界からも，生からも見放された地者の死。死は生と超越を繋ぐどころ
か，二つの地平の決定的差異を1;際立たせている。そうして死は単なる死体という物質と化す。この物質化
した死を前にして，未来へ向かう詩人の想像力は，またもや過去のく追憶〉へと後ずさりし，く反復〉を停
止するのである。 f彼女は美しかったj。そして最後に死が完全に一つの物体と化すとき Iしかし今は枢
板の下で横たわっているJ 想像力自体もi疑問し，これ以上死の意味を問うことを止めてしまうことにな
るのである。まさに，この停止こそが，前期のイェイツの~:の隈界線と見てよいのではなかろうか。他者
の死の夢は，所詮，死の猿まね行為=生の保存行為としての 1民りの延長であって，そこに一つの疑開を提
し得たとしても，喜多の党躍の本質まで迫ることはできなかったのである。ここから一歩踏み出す行為は，
エラン
~îの飛躍を待たねばならないだろう。あの fマクベスj の一部に，イェイツの後期的課題もあろう。一「自
を党ませ/死の猿まねにすぎない穏やかな 1民りなど振りはらえ，死そのものを見すえるのだ。」ーしかも前
期のイェイツの課題は，超えなければならないロマン派全体の夢=存在の眠りの課題であるかもしれない。
後期の詩「ビザンチウム」における皇帝のu民りを党ますもの，それは現実ではなく， ~îだからである。
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